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成果 に 関連し て 出版、 も し く は 印刷、 投稿中の 論文リ スト

(1) こ の プロ ジ ェ クト （ 同様の 過 去の プロ ジ ェ クト も 含む） で の 成果
論文

1. Tidal evolution of three-component subhalos in forming galaxies T. R. Saitoh J.Koda, T.Okamoto,
K.Wada & A.Habe : 投稿準備中

2. Coevolution of Galactic Cores and Spiral Galaxies T. R. Saitoh & K.Wada ApJ 615 L93-L96 (2004)

3. Growth of Intermediate Black Holes in the Hierarchical Formation of Dwarf Galaxies N,Kawakatu,
T. R. Saitoh & K.Wada ApJ submitted.

4. 天の 川創成プロ ジ ェ クト 和田桂一、 小久保英一郎、 富阪幸治、 斎藤貴 之、 台坂博、 牧野淳一郎、 吉
田直紀 IPSJ Magazine(情報処理学会 会 誌) Vol.45 No.12 　

研究発表

1. 銀河 形成シ ミ ュレー シ ョ ン ：銀河 形成に お け る major merger の 役割 斎藤貴 之 (NAOJ)、 銀河 シ ョ ッ プ
ALMA 第 2 回 テ ー マ ：「 ALMA に よ る high-z銀河 」 2004/7/23東京大学 天文学教育研究セ ン タ ー

2. 超高分解 能銀河 形成シ ミ ュレー シ ョ ン 斎藤貴 之 (NAOJ)、 幸田仁 (Caltech/NAOJ)、 岡 本崇 (Durham/NAOJ)、
和田桂一 (NAOJ)、 羽部朝男 (北海 道大学) 日本天文学会 秋期年会 2004/9/21-23岩手大学

3. Numerical Simulation of the Formation of a Spiral Galaxy with 2 Million Particles Saitoh,T.R.,
Koda,J., Okamoto,T., Wada,K. & Habe,A. East-Asia Numerical Astrophysics Meeting 2004/11/30-
12/2 国立天文台

4. Numerical Simulation of the Formation of a Spiral Galaxy with 2 Million Particles -Coevolution

of galactic cores and spiral galaxies- 斎藤貴 之 (NAOJ)、 和田桂一 (NAOJ)、 川勝望 (SISSA) 理論
懇シ ン ポ ジ ウ ム 2004/12/25-27東京大学

(2) こ れ ま で の プロ ジ ェ クト の 今年度中の 成果

成果 の 概 要

昨年度 (2003年 10月) よ り MUV上で 実行し て い た高分解 能銀河 形成シ ミ ュレー シ ョ ン が 2004年

8月に 終了し た。 こ の シ ミ ュレー シ ョ ン の 目的は 、 こ れ ま で 銀河 形成の 研究の 中で ほと ん ど 考慮

さ れ て こ な か っ た 104 K 以下 の 輻射冷却を高分解 能計算に 組み込み、 銀河 進化 への 影響を調べ る

こ と で あ っ た。

論文 1 で は 、 銀河 形成初期に 形成さ れ たサ ブ クラ ン プ (小塊 ) が 、 母銀河 と の 相互作用で 潮汐進

化 す る 過 程を CDM宇宙モ デ ルに 基づ く 銀河 形成シ ミ ュレー シ ョ ン か ら詳細に 調べ た。 放射冷却

に よ り 、 コー ルド ダ ー クマ タ ー の 密度揺らぎ に 起 因す る サ ブ クラ ン プの 中心に サ ブ クラ ン プ内の

バ リ オン は 集中す る 。 こ こ で 104K 以下 の 輻射冷却が 重要な 役割 を果 たす 。 ひ と たび サ ブ クラ ン

プが 銀河 に 取り 込ま れ る と 潮汐相互に よ る 剥ぎ 取り 効果 が 効き 始め る 。 こ の 効果 は 特に サ ブ クラ

ン プの 外 縁 部に 働く 。 そ の ため 、 サ ブ クラ ン プの ダ ー クマ タ ー が 徐々 に 剥ぎ 取られ て ゆ き 、 最終

的に バ リ オン か らな る サ ブ クラ ン プが 銀河 ハ ロ ー 内部に 残る 。 こ れ は 現在の 球状星団と 対応す る

可 能性が あ る 。 論文 2 で は 、 高分解 能計算を元に 銀河 中心核 (R< 300pc) の 進化 の 様子に つ い て 調

べ 、 銀河 と 銀河 核 が マ ー ジ ン グを通じ て 共成長す る こ と をか ら明らか に し た。 論文 3 で は 、 輻射ド

ラ ッ グに よ る 銀河 中心部への 質量降着の 理論モ デ ルを、 シ ミ ュレー シ ョ ン に 適用し 、 高赤方偏移

宇宙に お け る BH の 成長を調べ た。 輻射ド ラ ッ グに よ り 中心部に 落ちたガスが エ デ ィン ト ン 限界

で BH に 降着し たと す る と z ∼ 4 の 時点で BH質量は MBH ∼ 104M� と な り 、 最終的に (z ∼ 2)、

MBH ∼ 3 × 104M� と な っ た。 z ∼ 10 − 2 に か け て MBH/MHalo ∼ 10−6 と な り 銀河 と BH も ま

た共成長す る と い う こ と が わ か っ た。 こ の 共成長は 、 (1) ハ ロ ー の 成長に よ り 星形成が 誘発さ れ 、

(2)輻射ド ラ ッ グの 効率が 上が る こ と 、 に よ っ て 生じ る 。


